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自血球tL働/JI類装LLlt',I..

は じ め に

血液検査室では掩f付)増加に伴い,血算および,自血

球分輝が臣勧化きれた.且981年より従来の目視に代わる

白血球自動分額装際を噂AL,88年度には機器が更新さ

れ,噂Åする予窪である申そこで中間的報告ではあるが,

白血球自動分類装置について,その信頼性を中心に報告

寸pt',.

方 法

19別年パターソ認識法白血球自動分類装置 Couiterd潜

3-50を導入 したが,1988年12月日立8200型とプロ-サ

RppI･intreqLIeStStO:Ill(1pkoSElくIlくAl＼･JA,

Cliniぐヱ111111lOratOr.VOrho叫)italofNiiLTLlt;i

UniveTS又もySchoolofMedieime,Niigaもa

lit.V.951JAl)AN,

(卜･1卜lトー法で自血球 5/JI概を血算とFi.経机こできる

SysmexNE-8000に更新 した,パタMy認識装置では

LTLlll恒 H･チ11iこよりLl視上L叫叫定L')相逮を.-∫【-一斗1'

トメトリ---装置では異常のとらえ方を調べ,その倍額性

を検討 した.

結 果

1.I)ifr:ト50

Wri琵ht染色を施 したスピナ-標本は疑,赤のフィル

タ-で分光され 解像力 0.触m で血球の大きさと染色

性を情報として分類する.cel呈byc浦 では正常細胞は

ほぼ一致 したが予RBCと Lym の蛋なりを immature
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図 1 セル′ヾイセル相阻表 (CMLの急性転化)

gl-こinuloeytt?と判定し,atypicalLym を Monoとし

て分叛 した.幼君細胞の出現する血液疾患では 〔図 1〕

に CML急性転化例での cellbycellに示したように

Blastを Lym,Monoに分類 している事がわかった.

その他の血液疾患においても病的,幼君細胞を誤分類す

る車がわかった.

2. 日立82OO型

スピナ-標本は May･Giemsa染色され,録,蘇,育,

3枚のフィルタ-を用い解像力は 0.23mm である.cell
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図 2 セルバイセル相関表

NE-8000
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図 3 健常者 (本学穐員健診)571名の異常出現率
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図 4 日立8200とNE-8000の相関
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を誤分頓する傾向があった[二図 21はcellbycellで

のか,治療の為か不明であるが,染色をこ問題がある私の

や,細胞形態をこ変性所見を示す標本は分解できなかった.
:.i.NIl-ボ(柑()

従来の酵素漁艶を利潤するものと異なり,血球粒子払

渡流電流と高周波電流をあて,抵抗の変化で東きさと密

は六･L,･t･:-∴L-,_して表示される∴二図:11は本学職員(,T)

健診に:畑十る町精/.-,-トー,rL')r巨こ･川ilSt.inllllalure

G.叫l!.規を示した.LLIP,-t･/-tjUH~:･十Ll′/1--の関練

は典型的な輿常は目で認めるが,典型的でないスキャッ

･'1-㌔--に一･~→いては大半が解明でき左か･､た.Ⅰミhst,illlm G

の表示された検体の浄叛は結果として表示せず鶴の方法

-.i:-再検する車-を必要と/Ir~tr,.卜図:tlはLhJj.T8:J)OO型上 Nll:--

HO(九日･')LCj分校成績LJ)机閲}3:示した.tl:0.1号こISO.M川10.

は出現瀦度が少ないため,相関は良好と貰えないがき正

勝値範囲内での変動であった.

各機器の評価について

1.dirr:ト5(I

(･､(,‖hI.(_.i,=(r)判定を行先し､,装置 上で訂tT1-滑 る.ll:.

常者から規準値を設定し規準範囲外の検体と血液疾患と

溶断されている検体は目視をこよる再検を行う車とした,

ll視に､:L射 り二輪を必要!∵打:'噸度は約3･1Q｡てあ1-､た.

2. 日立8200型

装置 巨ごcl,llbycellによる確認をする二斬 こより誤

分校を′いなくてきる上考えドっかる.F二二l脱による再検しり必

要な場合村検基準を設定 し基準値を越えた検体および【nl

液疾患の検体は目視で再検する率とした.

:i. NE-ボ00O

多くLJH ･､,･ト ∵j表示され 偽陰性上偽陽性cT)評価に

は薬東な労力を必要とした.解析プログラムの改良をこよ

り成練の向上する事を期待することと予例数を増 し,宿

軸性L7宜い､報告封乾訂畑こ反映したい.

ま と め

省力化をはかり予多様化する検査をこ対応する事が大切で

ある,しかし.装跡L-I)信頼性(7)限界を考慮し,誤･･､た報

告をしない努力がそれをこも増 して盛粟であろう,その為

にはたニト‖】脱による再検が必要上考える.特にソt- 守

(トメトり--汰では,偽陽性を疑わせる多くの情報を表

示寸･三､が.情報にふりまわされ寸.そ〔T)扱いについては

慎重にYj':工 町苗をんのがさ左いf宥別一うくE)を急 ぐ時で

謹､/1r).
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